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　本研究は視覚障害と重度知的能力障害を伴う自閉スペクトラム症者 1名に対して、iPodの操作行動として「早送りボ
タンを押す行動」の獲得と般化の検討を行った。















ションの観点からも重要である （望月 , 1995） 。「選択性













を活用した指導が注目されている （Hammond, Whatley, 
Ayres & Gast, 2010 ; Kagohara, Sigafoos, Achmadi, van der 


















う自閉スペクトラム症 （Autism Spectrum Disorder; 以下、
ASD）の成人に対して、本人が以前から好みの活動とし





































や好みの曲の選択 （川田・式部・平生・井澤 , 2010; 田村・
井澤 , 2011） が行われ、他者から呈示された選択肢に対
して好みの楽器や曲の選択行動は獲得されていた。
2 . 指導期間及び指導場所
　指導期間は X 年 12 月から X ＋ 1 年 10 月であった。
指導場所は大学附属臨床施設の一室で行った。週に 1 回
来所し、約 60 分程度の指導を受けていた。その内、本







はなさそうな曲」を 4 曲の計 12 曲を選定し、全て約 1
分 30 秒に編集した。選んだ曲は、「ポップス」4 曲、「ロッ







をポジティブパフォーマンス （Positive Performance ; PP） 
群 （笑顔、笑い声、高い声） とネガティブパフォーマン
ス （Negative Performance ; NP） 群 （逸脱行動、自傷行動、




と決定した。その結果を Table 1 に示した。
4 .マテリアル
　本研究に用いた機材として、Apple 社が販売していた

















号 曲 セッション1 セッション2 セッション3 セッション4 合計得点 順位
1 ロック -1 1 0 9
2 ポップス① 6 5 11 1
3 ジャズ 3 3 6 3
4 ポップス② 3 2 5 5
5 バラード 3 2 5 5
6 洋楽 4 0 4 7
7 ポップス③ 5 -2 3 8
8 ポップス④ 4 4 8 2
9 テクノポップ 8 -2 6 3
10 ヘビーメタル 0 -4 -4 11
11 ゴスペル -2 -5 -7 12





→ ｢好みではない曲（30 秒）｣ → ｢好みの曲（1 分 30 秒）」

















（Main Trainer; 以下、MT） は、対象者に iPodc を渡した。
MT の「早送り」という教示とともに、サブトレーナー 












遅延で ST が MG で早送りボタンを押した。それ以外は、
BL1 と同様だった。












トから 3 秒後に早送りボタンを押していない場合に ST
は MG で早送りボタンを押すという手続きに変更した。








10 曲、「テクノポップ」1 曲、「バラード」1 曲を選定し
た。「好みではなさそうな曲」として「ボサノバ」１曲、
「演歌」1 曲、「ヘビーメタル」1 曲、「海外音楽」1 曲、「オ
ペラ」1 曲、「クラシック」3 曲を選定した。
　選定した曲は 5 曲毎にプレイリストを作成した。曲は
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　BL2 では、セッション 26、27 で標的行動が 1 回生起
しているが、その後、生起しなかった。
　2 度目のフェイズ 3 では、音声プロンプト有りの標的
行動の正反応が安定して生起するようになった。
　般化プローブでは、トレーニングで使用した曲以外の














そこで、フェイズ 2 では、音声プロンプトを与えず MG
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Fig.3般化プローブの標的行動の曲別生起回数
 
 
Fig.2 早送りボタン探索行動の生起回数の推移 
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Fig.1 早送りボタン押し行動の生起回数の推移 
 
  
Fig.1早送りボタン押し行動の生起回数の推移
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